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　共同宣教司牧の推進状況を反省するに５年を経た今も奈良南部ブロックに於ける多くの信徒の方々には

その必要性、意義についても理解してもらったとは言い難いと考えます。

　この件につき、多少の考察を進めたくこれを記しますが、ご一読の上、検討材料としてもいただければと

思います。
①　先ず。従順にして清貧、貞淑に生きる信徒は「主に委ねた信仰、乏しき事のなき安心」の内に司教様

　　神父様方の言葉に従い何等の不足はないのです。

②　この共同宣教司牧活動の推進のバックボーンとして神父様、聖職者方、更に、教会に通う信徒そのもの

　　の減少、衰退が考えられましょうが、但し、活動の方向としては信徒サイドに参加、負担を求めるもの

　　が大きくなっていると感じられます。

　　教会に喧伝される活動内容をみるに国際協力といい、例えばダルクなどをみても目線が外向きになって

いるのではと懸念されます。

③　確かに奉仕として他者の要に立つことは嬉しく喜ぶべきことでしょうが、教会内、信徒、信徒間にも
　　問題はあるのです。ここにも目を向けていただきたいと考えます。信徒に対するケアー、合意、賛同

　　こそが信仰、教会の発展にも繋がると考えますが如何でしょうか。多くの信徒は声も出さず、私に不足

　　はないと自ら納得としていると思います。
④　教会に神父様方が不在となっている今、信徒として神父様方に触れる場面も制限されてきており、行動

　　を共にする、手伝わせていただくような機会も少なくねっていると思われます。私ども信徒は神父様方

　　がそこに身近にいてくださるだけでも大きな安心を得ており、その思考法、行為は全てお手本とすべき

　　と心得ているのですが・・・・・。
⑤　共同宣教司牧として信徒の意識変革、構造改革を求めるならば、寧ろ、教会システムとしての変革を

　　一方的に示されるのも一つの方法でしょう。多くの信徒は黙って従っていくものと考えます。逆に、

　　例えば議長、決定者としての司祭団、審議機関である評議会とする位置づけの上に各小教区が独自に

　　評議会規約を作ろうとすることこそ不自然と考えます。この場合、各小教区の特徴、独自性を如何に

　　持ち込むか、残していくかが問題となりますが、この部分こそ神父様方の理解、指導を願えればと考え

　　ます。

⑥　変化の内容が信徒にとり賛同すべきものであれば、人は嬉しく、より教会に集まって来るでしょうし、

　　逆に、疑問が大きくなれば足が遠のいていくという事象に至りましょう。・・・ 要は如何に信徒を理解

　　し、受け止め、指導してくださるかという点に尽きると考えます。私自身は神父様方の仰せのように

従い生きたいものと希い信じております。

⑦　小教区としてみるとき、当然ながら居心地のよい、開かれた教会であって欲しいと期待し、更に、多く

　　の活動にも喜びを持って参加させていただきたいと希っています。

　　但し、ここに神父様方のお手伝いさせていただくべき人材の不足があげられます。これは現実的に考慮
　願いたきことであり、小教区に於ける共同宣教司牧の推進としても消化不良にならざるを得ない問題が

　あると考えます。司祭団、神父様方のご考察、絶大なる支援・ご指導を賜りたくお願い申し上げます。
